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株式会社.池上冷熱は昭和57年創業以来、主に冷凍・空調設備、管工事、

メンテナンス業務を通して地域社会に貢献するとともに、県外ヘも業務を

展開している会社です。今、私たちに求められていることは、地球環境

負荷の少ない設備機器の設置及び省エネ設備提案にてCO2(二酸化炭素)の

削減に貢献するとともに、オゾン層破壊並びに温暖化係数の髙いフ口ンを

漏らさない点検業務、さらにフロン回収・破壊処理を推進する事です。

こうした環境問題に取り組みながら、お客様の二ーズにお応えできるよう

工事機材、計測機器、安全対策機材を完備し、専門技術を持ったスタッフ

が対応致しますので、お気軽にお問合せ下さい。

取締役社長 新名 裕一

我社は、みんなの力で発展する

誠実・積極・前進
よい会社を作り、共に栄えよう

確かな技術と信頼で
"満足"をお客様に提供する

株式会社.池上冷熱は、「CSR(企業の社会的責任)」を果たすために、

「持続可能な開発目標(SDGｓ)」にさらに貢献できる企業たることを目指し、

バランスの取れた「ESG経営(環境・社会活動・企業統制)」を進めて行きます。

確かな技術力と信頼により、豊かな生活空間を顧客に提供する。

先進の技術力で、ニーズに適した設備を、確実に、敏速に提供する。

豊かな環境づくりに貢献し、顧客の満足の向上をめざす。

【 ご 挨 拶 】

【経営方針】

【 社 是 】

【 品 質 方 針 】

-2-



昭和57年10月 株式会社.池上冷熱を設立

平成18年12月 宮崎県延岡市大武町延岡鉄工団地内に社屋および第1工場を新築

平成22年11月 宮崎県宮崎市下北方町に宮崎営業所開設

平成24年 4月 大分県大分市城原に大分営業所開設

平成29年 3月 本社同敷地内に第2工場を新築

平成31年 1月 大分県大分市久原に大分営業所社屋を新築・移転

令和 2年10月 本社社屋を増築

現在に至る

・・・・・

大分営業所
TEL：097-574-8813 FAX：097-574-8814

【 グループ会社 】

・・・・・

・・・・・

宮崎県延岡市大武町39番地163(INOBECH協同組合内)

     電話・・0982-21-3411  FAX・・0982-32-8167

     E-Mail ・・ shiotsuki-y@ikegami-reinetsu.co.jp

     URL ・・・・ https://ikegami-reinetsu.co.jp

【 沿  革 】

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

郵便

【環境管理責任者】
    佐藤 寿之 技術部 課長

【事務局 (連絡先)】
    塩月 祐子 (総務部主任)

所在地

TEL：097-574-8813 FAX：097-574-8814

宮崎県延岡市卸本町9番14号

TEL：0982-22-7539 FAX：0982-22-8608

菱 信 工 業
株 式 会 社

株 式 会 社
ア イ テ ィ ー

〒450-6490

〒882-0855

郵便
愛知県名古屋市中村区名駅三丁目28番12号 

事業所名

従業員数

23

4

TEL：0982-21-3411 FAX：0982-32-8167

宮崎県宮崎市下北方町牟タ田1183-1

TEL：0985-35-4022 FAX：0985-35-4023

所在地

〒870-0304 3

    代表取締役会長  池上 武博
    代表取締役     池上 裕介

    常務取締役     阿部 世紀
    社外取締役     栗田 芳隆

１.会社概要

【 事業所名 】

      株式会社 . 池上冷熱

    取締役社長     新名 裕一

大分県大分市大字久原757番地6

本社

宮崎営業所

【   事業所    】

事業所名

〒882-0024 

〒880-0035 
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建設業登録 許可番号等

管工事業 国土交通大臣許可（特定）第24647号

機械器具設置工事業 国土交通大臣許可（一般）第24647号

電気工事業 国土交通大臣許可（一般）第24647号

とび・土木・コンクリート工事業 国土交通大臣許可（特定）第24647号

解体工事業 国土交通大臣許可（特定）第24647号

鋼構造物工事業 国土交通大臣許可（特定）第24647号

内装仕上工事業 国土交通大臣許可（特定）第24647号

消防施設工事業 国土交通大臣許可（一般）第24647号

電気工事業者登録 許可番号等

一般電気工作物、自家用電気工作物 九州産業保安監督部長届出 第26002号

給排水関係 許可番号等

延岡市指定給水装置工事業者 第61号

宮崎市指定給水装置工事業者 第10268号

延岡市下水道排水設備等指定工事店 第100号

高圧ガス・フロン類関係 許可番号等

高圧ガス販売許可 宮崎県知事許可 シレイ237-57-2

冷凍空調機器製造事業届 宮崎県知事許可 237-60-1

冷凍空調施設工事事業所指定 認定番号 A-63-宮-3

宮崎県知事 第4570100159

大分県知事 第44170000488

冷媒フロン回収事業所認定 冷媒回収推進技術センター 第450002号

冷凍特別装置検査員 高圧ガス保安協会 特九 第8-8号（旧）

回収冷媒管理センター 登録番号 45-03-A

産業廃棄物関係 許可番号等

宮崎県知事許可 第4508134354号

大分県知事許可 第4404134354号

・一般空調設備（住宅・店舗・事務所）設計施工
・冷凍・冷蔵設備 設計施工
・空調機器・設備メンテナンス
・工場空調設備 設計施工
・給排気設備 設計施工
・給排水衛生設備 設計施工
・クリ一ンル一ム空調設備 設計施工
・消火設備 設計施工
・恒温恒湿空調設備 設計施工
・工場用役配管工事
・特殊空調用冷却設備 設計施工
・機械器具設置工事

【  企業資格  】

第1種フロン類回収事業所指定

産業廃棄物収集運搬業許可証

【 事業内容  】
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【 認証・登録範囲 】

・対象組織・・全社(本社、宮崎営業所、大分営業所)

・対象活動・・全活動・・建設業  (管工事、電気工事、とび・土工工事、機械器具設置工事、

鋼構造物工事、 消防施設工事、内装仕上工事、解体工事)

・対象期間・・2023年8月1日～2023年10月31日（臨時運用期間）

・環境経営レポート作成日・・2023年11月17日（初版）

【 推進組織 】

【 資格取得者 】 令和4年度現在

建築設備士 ボイラー整備士

建築士 ボイラー技士

設備士（空調・衛生） ⽯油機器管理技士

冷凍空調技士 冷凍特別装置検査員（旧）

 〃 冷凍装置検査員（旧）

冷凍機械製造保安責任者 冷凍空調⼯事保安管理者

 〃 登録冷凍空調基幹技能者

 〃 3種 高圧ガス販売主任者

管⼯事施⼯管理技士 冷媒回収技術者

 〃 冷媒フロン類関連3資格講習会技士

監理技術者（管⼯事） 冷媒フロン類取扱技術者 1種

⼟⽊⼯事施⼯管理技士  〃 2種

 〃 電気工事士 2種

建築⼯事施⼯管理技士 認定電気工事従事者

 〃 給水装置工事主任者

電気⼯事施⼯管理技士 下水道排水設備工事責任技術者

冷凍空気調和施⼯技能士 ECO検定

 〃 福祉住環境コーディネーター

建築配管作業技能士 1級 職業訓練指導員免許（機械）

 〃 職業訓練指導員免許（配管）

機械保全技能士 職業訓練指導員免許（空調）

計 装 士 1種衛⽣管理者

 〃 消防設備士（甲種第1類）

宅地建物取引士 消防設備士（甲種第2類）

危険物取扱責任者 消防設備士（甲種第3類）

非破壊試験（浸深レベル2）資格者 消防設備士（乙種第6類）

非破壊試験（浸深レベル1）資格者 消防設備士（乙種第7類）

溶接管理技術者（WES）

SUS鋼材溶接適格証

1級

2級

1

1

1

4

6

5

2

4

6

7

9

2

2

2

18

17

4

8

19

10

3

1

5

1種

13

12

1級

2種

1種

2種

1級

2級

1級

2級

1級

2級

1級

2級

2級

1級

1

2

4

8

2

1

1

1

2

2級

16

1

2

1

4

1

1

2

13

14

5

2

1

2

4

9

2級

1

7

11

1種

6

資格名 人数資格名 等級

2級

1

1

等級 人数

代表者

環境管理責任者

工事部門 総務部門

EA21事務局
省エネ・省資源協議会

宮崎営業所 大分営業所
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 経営理念

      より良い社会や暮らしを支えるために、社員が全力で日々最善を尽くす。

 基本方針
   株式会社池上冷熱は、経営理念に基づき、地球環境保全が人類共通の

   最重点課題の一つであるとの認識に立ち、企業活動のあらゆる面で

   環境に配慮して積極的に行動する事により、持続可能な社会の実現に

   貢献します。

 環境方針

  １，環境経営に積極的に取組む為、EA21ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを構築して、
    環境経営の継続的改善に努めます。

  ２，事業活動に関する環境関連の法令・条例、地域との取決め
    事項等を遵守します。

  ３，事業活動から発生する以下の環境負荷を重点項目として、
    優先的に取組みます

①．電力・化石燃料などの消費量節減による、二酸化炭素排出量の削減

②．事業所等で発生する廃棄物の削減とリサイクル推進

③．節水活動による水資源使用量の節減

    ４，先進の技術力、及び創意工夫により、地球環境に配慮した製品の
    普及に努めます。 

  ５．バランスの取れた『ESG経営(環境・社会活動・企業統制)』を推進します。

  以上は全従業員へ周知し、環境経営レポートで積極的に公表します。

 制定;2023年8月1日

株式会社.池上冷熱
取締役社長 新名 裕一

      環 境 経 営 方 針
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6.環境経営目標

第 一 次 中 期 目 標

基準値
(2022年8月～
2023年7月)

2023年度
(2023年8月～
2024年7月)

2024年度
(2024年8月～
2025年7月）

2025年度
(2025年8月～
2026年7月)

全社 98,712 97,833 96,954 96,075

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

本社
第一

55,093 54,818 54,542 54,267

基準比1.0％削減 基準比2.0％削減 基準比3.0％削減

本社 22,425 22,201 21,977 21,752

宮崎 2,127 2,106 2,084 2,063

大分 4,723 4,676 4,629 4,581

全社 27,148 26,877 26,605 26,334

基準比1.0％削減 基準比2.0％削減 基準比3.0％削減

本社 3,565 3,529 3,494 3,458

 '２３年比1個削減  '２３年比2個削減

本社 未計量 現状把握

基準比1.0％増 基準比2.0％増 基準比3.0％増

全社 35.2 36.2 37.2 38.2

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

本社 1,063.0 1,057.7 1,052.4 1,047.1

全社

全社

＊電気(本社第二工場、宮崎営業所大分営業所)と宮崎営業所の軽油による環境負荷は比較的少ない為、管理目標には設定していません。

  但し、削減の為の教育や活動は本社と同じように活動し、問題があれば改善します。

＊一般廃棄物は分別後の最終処分量の削減を目標とします。

＊再資源化率 ＝（再利用＋再生利用＋熱回収）÷総排出量×１００

＊自らが施工する土木建築物の環境性能の向上及びｻｰﾋﾞｽの改善は、当該環境経営計画を遵守する事を目標とします。

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和5年1月環境省公表の九州電力調整後排出係数0.392Bを使用します。

＊環境保全活動の目標は、環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動などの地域貢献活動の参加回数を目標とします。

＊PRTR法に該当する化学物質を使用しますが、削減が難しい為購入量の把握と保管管理の徹底を目標とします。

【改訂履歴】

   改訂 ； 

単位 CO2排出係数
購入電力 ｋＷｈ 0.392 ﾒﾆｭｰB
ガソリン Ｌ 2.32

軽油 Ｌ 2.58

３．水資源使用量の削減   （m3）

3回/年以上

環境経営計画の遵守
4.自らが施工する土木建築物の環境
  性能の向上及びサービスの改善

５.環境保全活動(地域貢献活動の推進)

廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物最終処分量の削減
            (個)

②建設副産物の再資源化率向上
     (％）

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

 １．二酸化炭素排出量の削減
     （kg-CO2）

エ
ネ
ル
ギ
ー
項
目

①電力使用量の削減     （kWh）

②ガソリン使用量の削減  （Ｌ）

③軽油使用量の削減   （Ｌ）
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7.環境経営目標の実績

   ＊2023年8月から2023年10月までの臨時運用期間の実績は以下の通りです。

実施区 目標値 実績 達成率 評価

全社 28,764 26,999 106.5% ○

本社
第一 15,643 13,188 118.6% ○

本社 6,736 6,230 108.1% ○

宮崎 564 744 75.8% ×

大分 1,198 1,417 84.5% △

全社 8,498 8,391 101.3% 〇

本社 1,131 916 123.4% ○

本社 現状把握 186 ― 〇

全社 36.2% 47.8%
(9250/19337)

132.0% ○

本社 219.4 101.5 216.2% ○

全社 経営計画の遵守 遵守 ― ○

全社 ３回/年 2 66.7% ―

＊環境保全活動は年間評価の為、今回は評価していません

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和5年公表の九州電力調整後排出係数0.392を使用しています。

＊営業所の電気や燃料使用量を含めた全社の二酸化炭素排出量は、 28,842.6  kg-CO2です。

評価基準

達成率 １００%=○  ８０%以上＝△  80%未満＝×

廃
棄
物

①一般廃棄物最終処分量の削減
            (個)

②建設副産物の再資源化率向上
             (％）

３．水資源使用量の削減   （m3）

４．自らが施工する土木建築物の環境性能
  の向上及びｻｰﾋﾞｽの改善

５.環境保全活動(地域貢献活動の推進)

取組み項目

１．二酸化炭素排出量の削減
     （kg-CO2）

①電力使用量の削減     （kWh）

②ガソリン使用量の削減  （Ｌ）

③軽油使用量の削減   （Ｌ）

エ
ネ
ル
ギ
ー
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8.環境経営計画と取組評価

取組項目 活動内容 取組結果 評価

①不在箇所、不要箇所及び昼休み時は消灯する ○

②ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰを定期的に清掃する ○

③空調の適温化〔夏２８℃程度、冬２２度程度〕を
  徹底する

△

①エコドライブ（アイドリングストップ、急発進・
  急加速及び空ぶかしの防止等）を徹底する

△

②現場への相乗りを推進する △

③段取り良い前準備で忘れ物などをなくし、
  折り返し運行の撲滅を図る

〇

④不要なものを積んだままにしての走行はしない △

①重機や建設機械は出来るだけﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作をしない ○

②ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰや発電機など、使用しない時はこまめに
  ｴﾝｼﾞﾝをｽﾄｯﾌﾟさせる

〇

③ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ等はｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを徹底する。
     （急発進抑制、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ実施）

○

①資源物を再生利用できるように分別する(最終処分
量の削減を目指す)

〇

②コピーは裏紙使用や両面ｺﾋﾟｰ､縮小ｺﾋﾟｰ､
  集約ｺﾋﾟｰ努める

〇

③電子回覧やﾍﾟｰﾊﾟﾚｽﾌｧｯｸｽ等を利用し､できるだけ
  紙を排出しないようにする

〇

①資材発注時は仕様書を再ﾁｪｯｸして在庫の確認を
  行い残余材の発生を抑制する

×

②建設残余材が発生したら、資材倉庫に持帰り
  分別して保管する(再利用の推進)

△

③現場で発生する混合廃棄物は、できるだけ分別
  してﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙする

〇

④電線や電線管類はできるだけリサイクル処理を
  推進する

〇

①蛇口付近に「節水」を意識させるシール等を
  貼付る

△

②漏水を定期的に点検する
  (全蛇口を止めて水道ﾒｰﾀｰの動きを確認する)

〇

①架台等はできるだけ工場加工を推進する。 〇

②しっかりした工程管理で常に工期短縮に取組む 〇

③主的に騒音・振動・粉塵対策を講じて施工する -

④GWP値の低い機器への入替推進 〇

①現場付近や事務所周辺は常に清掃し、整理整頓
  に努める

〇

②地域や業界、団体等の環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に積極的
  に参加する。

〇

①購入量を把握する 〇

②SDSによる取り扱い等の周知と保管管理の徹底 〇

本社及び宮崎営業所とも、軽油使用機器類
のこまめなエンジンストップ等を推進した結
果、本社の軽油使用量は123.4%の目標達
成となりました。

建設現場や本社周辺の清掃活動、工場内の
整理整頓など5Sを推進しています。又、地域
貢献活動の一環として、防犯パトロール等を
定期的に実施しています。

・一般廃棄物
 の削減

特に事務所から排出される紙類の削減を図
るため、ｺﾋﾟｰ時の留意事項や、ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化を
推進して、廃棄時の分別を徹底して実施し、
最終処分となるごみの削減に努力していま
す。

機器類を設置する架台等は、できるだけ本社
工場で製作して端材等の発生を抑えた。又、
工事現場では、騒音・振動などの抑制に努
め、且つ、創意工夫で工期短縮に努めていま
す。

全社員でｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞや事前段取りによる折り
返し運行の撲滅等を推進して省エネを図った
結果、宮崎は遠方への応援と1名増員、大分
営業所も遠方現場があった為、ｶﾞｿﾘﾝ使用量
が目標をｵｰﾊﾞｰしましたが、本社は比較的近
場の現場が多かった事で全社のｶﾞｿﾘﾝ使用
量は101.3%の目標達成となりました。今後、
更なるｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞや現場への相乗り、不要なも
のを積んだまま走行しない等を徹底していく。
また、宮崎の目標値見直しも検討する必要が
ある。

・環境保全の
 取組推進
(地域貢献活動)

・建設副産物の
 再資源化率
 向上

･電気使用量
  の削減

･軽油使用量
 の削減

全社で不在時や不要箇所の消灯、夏場のエ
アコンの温度管理などの推進と、照明のLED
化等で省エネを図った結果、本社の目標達成
率は118.6%のとなりました。ただ、今後はｴｱ
ｺﾝの適温化を推進する事が課題です。

･ガソリン
 使用量の
 削減

・自らが施工・提
供する製品の環
境性能の向上及
びｻｰﾋﾞｽの改善

化学物質保管管
理

化学物質の購入量を把握するとともに、SDS
を使用して取扱いの留意点等の周知をして
いる。

機械器具設置や管工事で発生する廃棄物が
最終処分となる物が多かった。又、分別が難
しい混合廃棄物も多く発生して、再資源化率
は47.8%であった。
残余材が発生しないように、資材発注時の在
庫確認等は徹底できている。

・水使用量の
 抑制

基準年に漏水があった事と、洗浄回数を週2
回から週1回に減らした事等で、今年度は大
幅に目標達成となりました。この為、今年度は
水使用量の実績把握期間とします。
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9.次年度の環境経営目標と環境経営計画

取組項目 目標値( '24年度) 活動内容 推進区

二酸化炭素排出
量の削減

96,954
kg/CO2

＊省エネ省資源活動の推進
環境管理
責任者

①不在箇所、不要箇所及び昼休み時は消灯する 総務

②ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰを定期的に清掃する 大羽

③空調の適温化〔夏２８℃程度、冬２２度程度〕を
  徹底する

飯塚

①エコドライブ（アイドリングストップ、急発進・
  急加速及び空ぶかしの防止等）を徹底する

小野川

②現場への相乗りを推進する 吉田

③段取り良い前準備で忘れ物などをなくし、
  折り返し運行の撲滅を図る

吉田

④不要なものを積んだままにしての走行はしない 島田

①重機や建設機械は出来るだけﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作をしない 佐藤

②ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰや発電機など、使用しない時はこまめに
  ｴﾝｼﾞﾝをｽﾄｯﾌﾟさせる

太田

③ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ等はｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを徹底する。
     （急発進抑制、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ実施）

湯浅

①資源物を再生利用できるように分別する(最終処分量の削減を
目指す)

野田

②コピーは裏紙使用や両面ｺﾋﾟｰ､縮小ｺﾋﾟｰ､
  集約ｺﾋﾟｰ努める

塩月(祐)

③電子回覧やﾍﾟｰﾊﾟﾚｽﾌｧｯｸｽ等を利用し､できるだけ
  紙を排出しないようにする

藤本

①資材発注時は仕様書を再ﾁｪｯｸして在庫の確認を
  行い残余材の発生を抑制する

安田

②建設残余材が発生したら、資材倉庫に持帰り
  分別して保管する(再利用の推進)

緒方

③現場で発生する混合廃棄物は、できるだけ分別
  してﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙする

大羽

④電線や電線管類はできるだけリサイクル処理を
  推進する

岩原

①蛇口付近に「節水」を意識させるシール等を
  貼付る

小谷

②漏水を定期的に点検する
  (全蛇口を止めて水道ﾒｰﾀｰの動きを確認する)

小谷

①架台等はできるだけ工場加工を推進する。 工事部門

②しっかりした工程管理で常に工期短縮に取組む 工事部門

③主的に騒音・振動・粉塵対策を講じて施工する 工事部門

④GWP値の低い機器への入替推進 小谷

①現場付近や事務所周辺は常に清掃し、整理整頓
  に努める

全部門

②地域や業界、団体等の環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に積極的
  に参加する。

全部門

③従業員にｴｺﾗｲﾌの取組みを指導する
  (電気・燃料・LPG・水・廃棄物などの記録)

環境管理
責任者

①購入量を把握する
環境管理
責任者

②SDSによる取り扱い等の周知と保管管理の徹底
環境管理
責任者

3回/年

2023年度比
1.0%削減

・一般廃棄物の削減

・建設副産物の
 再資源化率向上

37.2%

1,052.4 m3
(本社)

・水使用量の抑制

化学物質保管管理

･電気使用量の削減

･ガソリン使用量の
 削減

54,542 kWh

21,977 L(本社)
２,084 L(宮崎)
4,６２９ L(大分)

･軽油使用量の削減 3,494 L(本社)

・自らが施工・提供す
る製品の環境性能の
向上及びｻｰﾋﾞｽの改

善

環境経営計画の
遵守

・環境保全の取組
  推進

  (地域貢献活動)
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10.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、
 並びに違反、訴訟の有無

     当社の事業に関係する環境関連法規は、環境省などのWebによる情報検索等で

     常に最新情報等を把握し､法規制一覧としてまとめて3ヶ月毎に順守状況を確認しています。

     尚、関連法規制の遵守状況確認を実施した結果、違反はありませんでした。

     また、関係当局からの指摘、及び地域住民からの訴訟も過去一度もありませんでした。

当社の事業に関係する主な環境関連法規と遵守状況は以下の通りです。

法規名 遵守事項

委託契約の締結、マニフェストの交付

回収・照合確認（発行後B2,D票90日E票180日以内）
A表の5年間保管

産業廃棄物管理票交付等状況報告(6月30日までに知事へ報告)

保管場所の掲示板設置

発注者への書面による計画等説明、完了報告

工事着手する日の７日前までに必要事項を都道府県知事に届け出

分別解体、再資源化促進、再資源使用

家電ﾘｻｲｸﾙ法 特定家庭用機器を廃棄する場合は自治体の指定方法で引取依頼

・定格出力7.5kW未満の業務用ｴｱｺﾝ等の簡易点検実施
  (重機搭載のｴｱｺﾝを含む)

・引取証明書、充填証明書の交付      ・回収・充填量等の記録
・充填前に整備記録や漏洩有無の確認

・解体前にフロン類機器設置有無を確認

騒音規制法
・知事へ7日前までに届け出
・作業敷地境界にて70デシベル以下(延岡市条例)

毒劇物取締法
・白地に赤字で劇物と表示し、施錠保管する
・在庫量を定期的に点検する(記録する)

11．代表者による全体評価と見直しの結果

2023年8月から環境経営システムを構築して環境活動に取組み始め、当社の事業活動で

過去1年間に排出した環境負荷を数値で把握しましたが、全社の二酸化炭素排出量のうち

約80%が化石燃料によるものであることが確認出来ました。

ただ現在では、この化石燃料は事業を推進するうえで必要不可欠なエネルギーです。

この為、先ずは私たちが決めた省エネ・省資源活動を全社員一丸となって取組み、その後に

非化石エネルギーの利用割合の向上や、現場での電化・水素化、購入エネルギーの非化石化等、

非化石エネルギーへの転換を推進して、持続可能な社会の形成に尽力する所存です。

廃棄物処理法

建設ﾘｻｲｸﾙ法

ﾌﾛﾝ排出抑制法
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